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丹治 順､虫明 元､ 嶋 啓節 (東北
大 ･医 ･生体システム生理分野)
大脳皮質眼球運動関連部位､前頭眼
野 (FEF)と頭頂葉 (LIP)のP艮球運
動調節機能を調べる目的で､遅延サッ
カー ド課題を訓練 し､細胞活動記録と
皮質内微小刺激を行った｡遅延サッカ
ー ド課題中のGO信号呈示後サ ッカー
ド開始までの間に､刺激誘発サ ッカー
ドは大きく変化 した｡特に誘発サッカ
ー ドの基準となる点がシフトする現象
が見 られたが､其のタイミングがLIP
でFEFより先行 して見 られた｡このよ
うな先行するリマッピングはFEFと
LIPとの機能的差異を考える上で韮
要な結果である｡
また､帯状皮質の動作切 り替え時の
機能的役割を調べる目的で､報酬の有
無で動作を切 り替える課題と外部の信
号で動作を切 り替える課題の2つを訓
練 した｡その後､帯状皮質i堅弧旭千の細
胞活動記録とムシモール注入を試み
た｡その結果､報酬の有無による運動
切 り替えが障害され､報酬がなくなっ
ても動作を切 り替えなかった り､報酬
ガ十分与えられても切 り替えてしまう
エラーがみ られた｡しか し､外部の信
号による動作の切 り替えは陪審されな
かった｡報酬関連の動作変換に選択的
な細胞活動も多数記録され､帯状皮質
の随意運動における機能的意義を考え
る上で重要な結果を得る事ができた｡
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